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目
が
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
私
だ
か
ら
考
え
つ
い
た
〝
と
っ
て
お
き
の
ア
イ
デ
ィ
ア
〟
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
２
回
）

表
彰
式
開
催

平
成
29
年
11
月
３
日
、「
サ
イ
ト
ワ
ー

ル
ド
２
０
１
７
」
に
て
、
第
２
回
「
目

が
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
私
だ
か
ら

考
え
つ
い
た
〝
と
っ
て
お
き
の
ア
イ

デ
ィ
ア
〟
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
盲
学
校

の
部
で
は
29
名
、
34
作
品
、
一
般
の
部

で
は
55
名
、
90
作
品
の
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
応
募
と
比
較
す
る
と
応
募

総
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
の
内
容
は
大

変
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
移
動
、
衣
服
、
家
電

製
品
、玩
具
、光
学
機
器
、書
籍
、情
報
、

食
品
、
日
用
品
、
文
房
具
の
分
野
に
亘

り
、
ど
れ
も
今
後
の
モ
ノ
づ
く
り
に
活

か
せ
そ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

審
査
は
審
査
員
会
に
て
厳
正
に
行

い
、
盲
学
校
の
部
、
一
般
の
部
と
も
に

以
下
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
最
優
秀
賞

（
各
部
１
名
）、
優
秀
賞
（
各
部
２
名
）、

入
賞
（
各
部
５
名
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

１
．
夢
の
あ
る
も
の
（
非
現
実
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
夢
が
あ
り
希
望
が
持

て
る
も
の
な
ど
）

２
．
実
現
可
能
性
が
あ
る
も
の
（
現
実

的
で
あ
り
、
製
品
化
可
能
な
も
の
、

あ
る
い
は
少
し
の
工
夫
で
製
品
化
が

で
き
そ
う
な
も
の
な
ど
）

３
．
ユ
ニ
ー
ク
さ
（
斬
新
さ
）
が
あ
る

も
の
（
ア
イ
デ
ィ
ア
の
内
容
が
ユ

ニ
ー
ク
で
あ
り
、
楽
し
み
の
持
て
る

も
の
な
ど
）

盲
学
校
の
部
　
最
優
秀
賞

盲
学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
の
は
愛
媛
県
立
松
山
盲
学
校
中

学
３
年
生
の
宇う

さ佐
亮
り
ょ
う

さ
ん
の
作
品

で
し
た
。
弱
視
の
人
達
の
た
め
に
考

え
た
「
ワ
ー
ル
ド 

ワ
イ
ド 

グ
ラ
ス

（W
W

G

）」
は
、
現
時
点
で
の
商
品
化

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

ニ
ー
ズ
は
高
く
、
夢
が
あ
り
希
望
が
持 

て
る
も
の
で
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
グ
ラ
ス
（W

W
G

）

は
、
屋
外
に
出
た
時
、
遮
光
め
が
ね
に

か
け
か
え
る
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
な
い
。

ボ
タ
ン
一
つ
で
好
み
の
見
え
方
に
な

る
。
見
え
に
く
い
も
の
も
言
葉
で
説
明

し
て
く
る
れ
も
の
で
す
。
ボ
タ
ン
が
付

い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
は
以
下

の
通
り
で
す
。

・
Ａ
ボ
タ
ン
…
遮
光
レ
ン
ズ

・
Ｂ
ボ
タ
ン
…
見
え
た
も
の
を
言
葉
で

盲学校の部
《最優秀賞》

屋外に出た時、しゃ光

めがねにかけかえるわず

らわしさがない。ボタン一

つでこのみの見え方にな

る。見えにくいものも言葉

で説明してくれる。

・Ａボタン…しゃ光レンズ

・Ｂボタン…見えたものを

言葉で説明してくれる。

・イヤホン…音声ガイド

・薄型ソーラーパネル…

自動充電

2

宇佐亮さん
（愛媛県立松山盲学校 中学３年生）

田
た な か

中徹
て つ じ

二審査員長（左）、宇佐亮さん（右）
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説
明
し
て
く
れ
る
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
…
音
声
ガ
イ
ド

・
薄
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
…
自
動
充
電

一
般
の
部
　
最
優
秀
賞

一
般
の
部
の
最
優
秀
賞
は
、
石い
し
か
わ川

修お
さ
むさ

ん
が
考
え
た
、
視
覚
障
害
の
あ
る

人
達
に
と
っ
て
と
て
も
便
利
な
ア
イ

デ
ィ
ア
で
、
今
後
の
技
術
を
も
っ
て
す

れ
ば
実
現
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
せ
る
「
お
醤
油
シ
ー
ト
わ
さ
び
味
」

で
し
た
。

視
覚
障
害
の
あ
る
人
は
お
さ
し
み
や

お
す
し
な
ど
を
食
べ
る
と
き
に
醤
油
が

適
量
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
わ
さ
び

な
ど
は
適
量
取
れ
ず
、
う
ま
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
醤
油

シ
ー
ト
わ
さ
び
味
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

醤
油
と
わ
さ
び
を
適
量
１
枚
の
シ
ー
ト

に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

醤
油
と
わ
さ
び
が
一
つ
の
シ
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
さ
し
み
の
上
に

の
せ
て
食
べ
た
り
、
す
し
で
は
ご
は
ん

と
ね
た
の
間
に
は
さ
ん
で
し
ま
う
こ
と

で
手
が
汚
れ
た
り
せ
ず
に
食
事
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

今
年
の
入
賞
作
品

盲
学
校
の
部

優
秀
賞
（
２
点
）

北き
た
だ田
佳か
り
ん琳
さ
ん
「
ア
イ
棒
」

広ひ
ろ
せ瀬

由ゆ

か花
さ
ん
「
音
声
付
カ
ラ
オ
ケ
マ

シ
ー
ン
」

入
賞
（
５
点
）

太お
お
た田

愛ま

な菜
さ
ん
「
な
ん
で
も
読
み
上
げ

マ
ウ
ス
」

塩し
お
は
ら原

桃も
も
か華

さ
ん「
く
ろ
ち
ゃ
ん
テ
ー
プ
」

田た
な
か中

絢け
ん
と士

さ
ん
「
自
分
に
も
周
り
に
も

〝
ぶ
つ
か
っ
て
も
痛
く
な
い
〟
白
杖
」

長な
が
お尾

悠ゆ
う
し司

さ
ん「
ガ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト『
フ

レ
ン
ド
』」

三み
い
け池

心こ
こ
な那

さ
ん
「
と
も
だ
ち
コ
ン
パ
ク
ト
」

一
般
の
部

優
秀
賞
（
２
点
）

内う
ち
だ田

多た

み

こ
美
子
さ
ん
「
ど
っ
こ
い
太
郎
」

大お
お
に
し西
浩ひ
ろ
こ子
さ
ん
「
こ
れ
で
キ
ミ
も
計
量

マ
ス
タ
ー
！
」

入
賞
（
５
点
）

近こ
ん
ど
う藤
貞て
い
じ二
さ
ん
「
し
ず
か
な
カ
サ
」

北き
た
む
ら村
洋よ
う
こ子
さ
ん
「
カ
ビ
ソ
ナ
ー
君
」

橋は
し
も
と本
隆た
か
お夫
さ
ん
「
映
像
・
音
声
変
換
ア

プ
リ
」

五い
が
ら
し

十
嵐
修し
ゅ
う
い
ち一

さ
ん
「
３
ｄ
も
の
さ
し
」

小こ
い
け池
恭き
ょ
う
こ子
さ
ん
「
て
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

ダ
ン
シ
ン
グ
ド
ー
ル
・
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」

来
年
第
３
回
の
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
期

待
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

森も
り
か
わ川
美み

わ和

【
受
賞
作
品
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

http://kyoyohin.org

一般の部

お醤油シートわさび味
石川修さん
（神奈川県足柄上郡）

《最優秀賞》

視覚障碍者はおさしみやおすしなどを食べるときに醤油が適量かけられなかったり、わ
さびなどは適量取れず、うまく食べることが出来なかった。このアイデアでは、醤油とわさ
びを適量１枚のシートにするというものである。

醤油とわさびが一つのシートになっていることで、さしみの上にのせて食べたり、すしで
はごはんとねたの間にはさんでしまうことで手が汚れたりせずに食事を楽しむことが出来
る。このアイデアでは醤油とわさびの組み合わせであるが、例えば醤油と生姜などでもよ
い。またシート状になっているので持ち運びに便利であり海外旅行に行った時でも使いや
すい。

また、本アイデアの応用としてシート状の歯磨き粉もある。使い方は、このシートをガム
のように口に放り込み歯磨きをする。今まで歯磨き粉を歯ブラシにつけづらかったがこれ
で解消。
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田中徹二審査員長（左）、石川修さん（右）

会場の様子
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キーワードで考える共用品講座第 101 講

「賞と共用品」
日本福祉大学客員教授　後

ご と う

藤芳
よしかず

一

優
れ
た
成
果
を
顕
彰
し
て
他
の
手
本

と
し
て
示
す
、
授
与
す
る
側
は
優
れ
た

例
を
通
じ
て
自
ら
が
進
め
る
路
線
を
広

報
す
る
―
―
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
事

業
を
「
賞
」
と
考
え
る
。
よ
っ
て
名
称

や
授
与
の
対
象
は
広
く
と
ら
え
る
。

▼
１
　
賞
の
目
的
と
意
義

受
賞
す
る
た
め
の
要
件
は
、
業
績
が

優
れ
、
か
つ
、
法
令
違
反
な
ど
の
問
題

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
優
れ
て
い
る
と

は
、
求
め
る
水
準
に
達
し
た
と
い
う
資

格
認
定
の
性
格
（
絶
対
評
価
：
Ｘ
）
と
、

優
れ
て
い
る
順
に
可
能
な
数
だ
け
選
ぶ

と
い
う
競
争
的
選
抜
（
相
対
評
価
：
Ｙ
）

の
性
格
が
あ
る
。

授
与
す
る
側
の
目
的
は
、
自
ら
の
組

織
や
業
界
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
社
会

全
体
で
手
本
と
な
る
例
を
示
す
と
同
時

に
、
授
与
者
が
進
め
よ
う
と
す
る
路
線

を
普
及
広
報
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
賞
の
意
義
は
、
①
受
賞

者
が
基
準
を
満
た
す
（
Ｘ
）・
同
分
野

で
優
れ
た
位
置
に
あ
る
（
Ｙ
）
こ
と
が

公
的
に
認
知
さ
れ
る
（
顕
彰
・
認
知
）、

②
受
賞
者
の
業
績
に
、
授
与
す
る
賞
の

視
点
か
ら
新
た
な
意
味
を
加
え
ら
れ

る
（
無
味
の
追
加
）、
③
お
墨
付
き
を

得
る
こ
と
で
受
賞
者
の
社
会
的
信
用
が

増
し
、
今
後
の
活
動
が
後
押
し
さ
れ
る

（
信
用
創
造
）、
④
模
範
を
示
す
こ
と
で

同
様
の
取
組
み
が
促
さ
れ
る
（
模
範
・

誘
導
）、
⑤
事
例
を
通
じ
て
贈
る
側
の

路
線
や
求
め
る
水
準
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
（
路
線
・
基
準
の
提
示
）、
⑥
有

識
者
が
選
定
に
加
わ
り
知
見
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
先
に
蓄
積
し
た
業
績
に

裏
打
ち
さ
れ
た
知
見
が
引
き
継
が
れ
る

（
蓄
積
の
継
承
）、
⑦
優
れ
た
事
例
を
顕

彰
す
る
こ
と
で
贈
る
側
の
活
動
が
社
会

で
認
知
を
得
ら
れ
る
（
広
報
普
及
）、

⑧
外
部
の
人
は
受
賞
者
リ
ス
ト
か
ら
そ

の
分
野
の
優
れ
た
例
を
把
握
で
き
る

（
情
報
提
供
）、
⑨
手
本
を
示
す
こ
と
や

新
人
向
け
の
顕
彰
を
通
じ
て
後
進
の
育

成
が
で
き
る
（
人
材
育
成
）
な
ど
で
あ

る
。

▼
２
　
賞
の
性
格
と
種
類

受
賞
の
対
象
と
す
る
業
績
が
生
ま
れ

た
時
点
と
し
て
３
つ
あ
る
。
過
去
か
ら

の
実
績
（
Ｐ
）、
最
近
と
現
在
進
め
て

い
る
取
組
み
（
Ｃ
）、
将
来
に
向
け
て

（
Ｆ
）
で
あ
る
。

評
価
の
基
準
と
し
て
は
、
絶
対
評
価

（
１
の
Ｘ
）
と
相
対
評
価
（
同
Ｙ
）
が

あ
る
。
こ
れ
ら
２
つ
の
基
準
を
も
と
に

賞
の
性
格
や
種
類
を
整
理
で
き
る
。

▼
３
　
賞
の
事
例

２
の
分
類
に
事
例
を
対
応
づ
け
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
一
般
的
な
も
の
を

選
び
分
類
が
難
し
い
も
の
は
筆
者
の
私

見
に
よ
っ
た
。
各
項
内
の
順
序
は
、
国

際
→
国
内
、政
府
→
民
間
の
順
で
あ
る
。

過
去
の
実
績
（
Ｐ
）
の
う
ち
絶
対
評

価
（
Ｘ
）
は
、世
界
遺
産
、褒
章
・
叙
勲
、

国
民
栄
誉
賞
、
文
化
勲
章
、
文
化
功
労

者
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
、
人
間
国
宝
、

伝
統
工
芸
士
、現
代
の
巧
、名
球
会
（
野

球
）、殿
堂
入
り
（
各
種
）
な
ど
で
あ
る
。

同
相
対
評
価
（
Ｙ
）
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
、

日
本
国
際
賞
、
日
本
学
士
院
賞
な
ど
。

現
在
の
取
組
み
（
Ｃ
）
の
う
ち
Ｘ
は

仏
ワ
イ
ン
の
格
付
け
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の

星
つ
き
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
（M

oM
A

）
収
蔵
、
ウ
ー

ル
マ
ー
ク
、宮
内
庁
御
用
達（
１
９
５
４

年
ま
で
）、
国
立
・
国
定
公
園
、
横
綱
、

名
取
、
免
許
皆
伝
・
有
段
者
、
博
士
号
、

各
種
資
格
（
例
：
弁
護
士
）、
Ｓ
Ｇ
マ
ー

ク
、
特
定
保
健
用
食
品
（
ト
ク
ホ
）、

全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
な
ど
。
Ｙ
は
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
出
場
・
入
賞
）、

技
能
五
輪
（
出
場
・
入
賞
）、
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
、
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
賞
、
国

際
数
学
五
輪
、
ギ
ネ
ス
各
賞
、
芸
術
祭

参
加
作
品
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
功
労
者
表
彰
、
元

気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３
０
０
社
、

政
府
の
助
成
金
に
採
択
、
日
本
学
術
会

議
会
員
、
芥
川
賞
、
レ
コ
ー
ド
大
賞
、

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
、
囲
碁
・
将
棋
の

名
人
、
日
本
カ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
、

最
高
殊
勲
選
手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
な
ど
。

将
来
に
向
け
て
（
Ｆ
）
は
Ｙ
が
中
心

で
あ
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が

出
資
を
決
定
、
奨
学
金
、
新
人
賞
な
ど
。

▼
４
　
賞
と
共
用
品

取
組
み
や
業
績
は
個
々
に
違
う
の
で

本
人
も
周
囲
も
値
打
ち
を
確
認
す
る
こ

と
が
難
し
い
。
賞
を
得
る
こ
と
で
業
績

が
公
共
化
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
賞
は

同
じ
分
野
、
異
な
る
分
野
の
関
係
者
、

利
用
す
る
関
係
者
、
後
進
人
材
へ
の
取

組
み
を
促
し
価
値
を
創
る
。

不
便
さ
に
対
応
す
る
個
々
の
取
組
み

を
横
断
的
に
つ
な
げ
る
方
法
論
を
つ
く

り
、再
度
個
々
の
取
組
み
に
還
元
す
る
、

先
例
を
手
本
に
取
組
み
が
広
が
る
と
い

う
共
用
品
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

異
な
る
の
は
、
共
用
品
は
権
威
者
・
機

関
が
顕
彰
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者

が
評
価
・
認
知
す
る
点
に
あ
る
。
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グッドデザイン賞
数
あ
る
賞
の
中
で
も
、
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
を
ご
存
じ
の
方
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｇ
マ
ー
ク

で
も
知
ら
れ
る
こ
の
賞
を
こ
こ
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は

こ
の
賞
は
、
毎
年
選
考
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
評
価
は
デ
ザ
イ
ン
の
優
劣

を
競
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
デ
ザ

イ
ン
が
「
く
ら
し
や
社
会
を
豊
か
に

し
う
る
の
か
」
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
の

効
果
・
効
用
と
い
う
視
点
か
ら
行
な

い
、
顕
彰
し
ま
す
。
審
査
に
お
い
て

も
、
目
に
見
え
な
い
完
成
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
、
思
想
、
意
義
な
ど
の
様
々

な
面
を
考
慮
し
、
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
。
２
０
１
７
年
度
の
応
募
作
品

は
４
４
９
５
点
、
国
の
内
外
か
ら
前

年
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
審
査
し
た
結
果
、

１
４
０
３
点
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
」

と
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
大
賞
候
補
」

７
点
が
含
ま
れ
て
い
て
、
最
終
的
に

大
賞
候
補
７
点
の
中
か
ら
「
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
大
賞
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
う
ん
こ
漢
字
ド
リ
ル
」
も
受
賞

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
で
は
、
形
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
選
考
対
象

と
な
り
ま
す
。
今
年
、
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
に
選
ば
れ
た
１
４
０
３
点
を

見
る
と
、
補
聴
器
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
医
療
機
器
か
ら
鉄
道
車

両
、
流
通
の
し
く
み
な
ど
、
分
野
は

様
々
で
す
。
大
人
も
楽
し
め
る
あ
の

「
う
ん
こ
漢
字
ド
リ
ル
」（
㈱
文
響
社
）

も
大
賞
候
補
に
挙
が
り
ま
し
た
。

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞

長
い
間
製
造
販
売
さ
れ
、
生
活
者

に
支
持
さ
れ
続
け
て
い
る
優
れ
た
も

の
に
贈
ら
れ
る
賞
が
「
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
・
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞
」

で
す
。
今
年
の
受
賞
作
品
に
は
、
共

用
品
と
し
て
も
紹
介
し
た
、
左
利
き

の
人
に
も
使
え
る
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

（
エ
ヌ
テ
ィ
ー
㈱
）
を
は
じ
め
、
小

学
校
に
入
学
す
る
と
被
る
黄
色
い
帽

子
（
林
八
百
吉
㈱
）、［
中
央
通
り
（
銀

座
地
区
）
歩
行
者
天
国
］（
銀
座
通

連
合
会
ほ
か
）
な
ど
25
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
大
賞
発
表

11
月
１
日
、
２
０
１
７
年
度
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
大
賞
の
記
者
発
表
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
の
は

「Venova

（
ヴ
ェ
ノ
ー
ヴ
ァ
）」（
ヤ

マ
ハ
㈱
）。
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
よ
う

な
音
色
を
持
ち
、
軽
く
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
管
楽
器
で
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
の

よ
う
な
や
さ
し
い
指
使
い
で
、
驚
く

こ
と
に
水
洗
い
が
で
き
ま
す
。「
洗

え
ま
す
」
と
言
う
タ
グ
が
付
い
た
最

近
の
衣
類
の
よ
う
で
す
。

壇
上
に
立
っ
た
の
は
ヤ
マ
ハ
㈱

の
川か
わ
だ田
学
ま
な
ぶ

氏
（
写
真
右
）
と
辰た
つ
み巳

恵け
い
ぞ
う三

氏
（
同
左
）。
川
田
氏
は
丁
寧

にVenova
の
説
明
を
し
、
開
発
へ

の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
先
に
生
ま
れ
る
も
の

こ
の
大
賞
の
授
賞
式
に
出
席
し
、

時
代
を
象
徴
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
創
造

す
る
人
た
ち
の
心
と
賞
の
重
み
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
は
人

の
想
像
、
願
い
か
ら
生
ま
れ
、
出
来

上
が
っ
た
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
ま
た
新
し

い
芽
が
育
つ
よ
う
な
広
が
り
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

金か
な
ま
る丸
淳じ
ゅ
ん
こ子

小学生の黄色い安全帽子

Venova（ヴェノーヴァ）大賞受賞者のあいさつ
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日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

と
は

「
日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
、
優
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
そ

の
技
術
を
開
発
普
及
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
材
料
、
設
計
、

技
術
、
デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
、
販
売
促
進
、
ア
イ
デ
ア
、
環
境

対
応
、
適
正
包
装
等
あ
ら
ゆ
る
機
能

を
み
て
、
食
品
、
医
薬
品
、
化
粧
品
、

日
用
品
・
雑
貨
、
電
気
・
機
器
、
大

型
・
重
量
物
な
ど
の
各
部
門
か
ら
年

間
の
優
秀
作
品
を
選
定
し
ま
す
。
個

装
か
ら
外
装
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ま
で
全
て
を
網
羅

す
る
、
我
が
国
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
分
野

に
お
け
る
最
大
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
本
年
度
も
６
月
に
審
査
会
が
行

わ
れ
、
過
去
最
多
と
な
る
４
２
５
件

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
12
件
の

ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ー
賞
を
含
む
１
３
８

件
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
入
賞
作
品
は

上
位
賞
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ー

賞
は
後
援
官
庁
団
体
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

賞
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
中
の

一
つ
に
、
身
体
的
な
特
性
や
障
害
に

か
か
わ
り
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
々

が
共
に
操
作
・
利
用
し
や
す
く
、
安

全
に
も
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
与
え
ら

れ
る
「
公
益
財
団
法
人
共
用
品
推
進

機
構
理
事
長
賞
」
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
『
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
ｙ 

Ｋ
ｉ
ｔ

ｃ
ｈ
ｅ
ｎ　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ 

糖
質
０ 

ロ
ー
ス
ハ
ム･

ハ
ー
フ

ベ
ー
コ
ン
』（
日
本
ハ
ム
㈱
／
大
日

本
印
刷
㈱
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
商
品
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
「
あ
け

口
」
形
状
の
工
夫
と
直
進
カ
ッ
ト

フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
設
計
に
よ
る
開

け
や
す
さ
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
し

た
。
密
着
し
た
包
装
の
開
封
は
、
高

齢
者
、手
の
自
由
が
利
き
に
く
い
人
、

手
の
力
の
弱
い
人
等
に
と
っ
て
、
不

自
由
に
感
じ
る
も
の
の
一
つ
で
す

が
、
こ
の
作
品
は
そ
の
不
自
由
さ
を

解
消
し
、
開
封
性
と
安
全
性
を
共
存

さ
せ
る
工
夫
を
施
し
た
と
て
も
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
他
、
視
覚
障
害
者
等
に
も
商

品
の
識
別
が
し
や
す
い
適
切
な
工
夫

･

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
与

え
ら
れ
る
賞
に
「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
包
装
賞
」
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、『
Ｓ
＆
Ｂ 

マ
ス
タ
ー
ド
用 

改

良
キ
ャ
ッ
プ
』（
エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱
）、

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ー
ケ
』（
㈱
フ
ァ
ン

ケ
ル
／
大
和
製
罐
㈱
／
吉
田
コ
ス
メ

ワ
ー
ク
ス
㈱
／
㈱
吉
野
工
業
所
）、

『
多
発
性
骨
髄
腫
治
療
薬「
ニ
ン
ラ
ー

ロ
® 

カ
プ
セ
ル 

２
．
３
㎎･

３
㎎

･

４
㎎
」
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』（
武
田
薬

品
工
業
㈱
／
㈱
カ
ナ
エ
／
相
互
印

刷
㈱
）、『
ｍ
ｕ
ｏ 

ミ
ュ
オ 

ボ
デ
ィ

ソ
ー
プ 

詰
替
用
』（
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー

ム
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
／
凸
版
印
刷
㈱
）、

『
イ
オ
ン 

ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ

チ
キ 
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』（
イ
オ
ン
ト
ッ

プ
バ
リ
ュ
㈱
／
凸
版
印
刷
㈱
）、『
ら

く
ら
く
カ
ド
丸
』（
大
王
パ
ッ
ケ
ー

ジ
㈱
）
の
計
６
作
品
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
開
封
性
、
加
齢

に
よ
る
握
力
や
視
力
の
低
下
へ
の
対

応
、
適
切
な
使
い
方
へ
の
誘
導
、
内

容
物
の
視
認
性
、
取
り
扱
い
や
す
さ

の
向
上
等
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
入
賞
作
品
は
当
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

こ
れ
か
ら
の
包
装
の
役
割

内
容
物
を
保
護
し
、
取
り
扱
い
を

容
易
に
し
、
情
報
を
表
示
す
る
こ
と

が
包
装
の
基
本
的
な
役
割
で
す
が
、

現
代
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
全
て

の
人
に
優
し
い
包
装
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
日
常
生
活
に
密
着
し

た
商
品
の
包
装
で
は
、分
か
り
易
く
、

使
い
易
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
包
装

デ
ザ
イ
ン
や
包
装
設
計
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
研
究

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
通

し
て
、
細
や
か
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
人
々
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
包
装
開
発
が
さ
ら
に
活
発
化
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

公益財団法人共用品推進機構理事長賞

日本パッケージングコンテストに見る生活の中の包装
公益社団法人日本包装技術協会　竹

たけうち

内 攻
おさむ
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
推
進
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

本
表
彰
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
始

ま
り
、当
初
の
名
称
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
推
進
功
労
者
表
彰
で
あ
っ
た
が
、

第
７
回
の
平
成
20
年
度
か
ら
現
在
の

名
称
と
な
っ
た
。
表
彰
制
度
の
目
的

は
「
高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
婦
や
子

ど
も
連
れ
の
人
を
含
む
す
べ
て
の
人

が
安
全
で
快
適
な
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
効
果
的
か
つ
総
合

的
に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
推

進
に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
又
は
功
労

の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
を
顕
彰
す

る
」
こ
と
で
あ
る
（
同
要
領
）。
表

彰
対
象
は
建
築
や
施
設
に
限
ら
ず
、

日
常
生
活
用
品
、
情
報
機
器
、
市
民

活
動
、
学
校
教
育
等
広
範
で
あ
る
。

表
彰
の
実
績

平
成
28
年
度
ま
で
の
15
回
で
延
べ

１
４
１
件
が
表
彰
さ
れ
た
（
表
１
）。

内
訳
は
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
23
件
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
（
優
良

賞
）
87
件
、
同
担
当
大
臣
表
彰
（
奨

励
賞
）
31
件
で
あ
る
。
表
彰
の
内
訳

と
し
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
係
す
る
住

民
や
各
種
団
体
の
活
動
が
最
も
多
く

40
％
、
企
業
等
に
よ
る
製
品
・
機
器

開
発
25
％
、
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
等

の
建
築
物
15
％
、
公
共
交
通
機
関

10
％
、
学
校
教
育
４
％
、
そ
の
他
自

治
体
の
総
合
的
な
施
策
展
開
、
観
光

事
業
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
選
考
は
各

分
野
９
名
の
委
員
に
よ
り
審
査
さ
れ
、

第
一
次
書
類
審
査
、
第
二
次
現
地
審

査
を
踏
ま
え
て
、
総
合
的
に
討
議
し

決
定
し
て
い
る
。
基
準
と
し
て
は
、

他
の
団
体
や
個
人
へ
広
く
波
及
で
き

る
か
、
今
後
の
拡
大
や
取
り
組
み
が

期
待
で
き
る
か
、
利
用
者
の
視
点
が

あ
る
か
、
本
来
の
義
務
で
は
な
く
自

発
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
か
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
社
会
へ
直
接
的
か
つ
具
体

的
な
活
動
か
、
そ
し
て
継
続
性
が
あ

る
か
、
で
あ
る
。

公
募
は
、
各
省
庁
を
は
じ
め
関
係

機
関
・
団
体
、
地
方
公
共
団
体
に
周

知
さ
れ
、
広
範
な
組
織
や
団
体
か
ら

の
推
薦
が
得
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
も

審
査
委
員
の
一
人
と
し
て
加
わ
っ
て

い
る
が
、毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

な
お
、
全
国
各
地
に
は
多
く
の
好
事

例
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
一
体
に
な
っ
た

好
事
例

過
去
の
表
彰
事
例
を
み
る
と
、
い

ず
れ
も
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
関
係
性

が
良
好
で
あ
る
。
建
築
面
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
ば
か
り
で
は
な
く
、
企
画

や
運
営
面
、
利
用
者
参
加
と
評
価

が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
製
品
開
発
や
行
政
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
も
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
教
育
と
開
発
が
一
体
的
で
あ
り
、

市
民
や
障
害
児
・
者
と
の
交
流
経

験
が
継
続
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
期
待

我
が
国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
諸
外
国
と
比

較
し
て
も
最
高
水
準
の
レ
ベ
ル
に
位

置
し
て
い
る
。
日
本
の
モ
デ
ル
は
世

界
の
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
幸
い
こ
れ

ま
で
表
彰
さ
れ
た
活
動
、
製
品
は
引

き
続
き
優
良
事
例
と
し
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。
今
後
と
も
関
係
各
機
関
か

ら
多
く
の
応
募
を
期
待
し
た
い
。

23

87

31
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10
20
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40
50
60
70
80
90

100

内閣総理大臣表彰 内閣府特命担当大臣優良賞 内閣府担当大臣奨励賞

件

『
参
考
』
表
彰
制
度
や
過
去
の
表
彰
事
例
な
ど
、

詳
し
く
は
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

表１ これまでの受賞者数（平成 14 ～ 28 年度）、
奨励賞は平成 19 年以降

富士レークホテルの浴室
（平成 23 年度内閣府特命担当大臣表彰 ( 優良賞 )

バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰
東洋大学ライフデザイン学部　髙

たかはし

橋儀
ぎ へ い

平
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東
京
都
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
訪
れ
や
す

い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
の
取
組
み
と
な
る
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
つ
い
て
、
昨

年
度
か
ら
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
究
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
～
私
た
ち
の
活
動
報
告
『
こ
こ

か
ら
始
め
よ
う
』
～
」
を
開
催
し
、

学
生
に
よ
る
自
主
活
動
の
報
告
や
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
実
践
に

向
け
て
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
行
動

に
つ
い
て
、
聴
講
者
の
皆
様
と
と
も

に
考
え
ま
し
た
。

こ
の
度
、
２
年
目
の
取
組
み
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
都
民
の
皆
様
が
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
つ
い
て
、

関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
理
解
を
深

め
る
機
会
と
す
る
た
め
、「
東
京
か

ら
広
が
る
『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』」

を
テ
ー
マ
に「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。審

査
会
で
は
、
応
募
要
領
に
定
め

た
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
の
理

解
や
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
行
動
計
画
」
の
考
え
方
を

踏
ま
え
た
作
品
と
し
て
は
い
ず
れ
も

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
残
念

な
が
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
と
も
該

当
な
し
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

障
害
の
あ
る
方
に
適
切
に
配
慮
し
、

都
民
の
行
動
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
、『
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
』（875 beans

作
）

と
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
戦
隊
ダ
ン
サ
ナ

ク
セ
イ
バ
ー
』（STEP

え
ど
が
わ
作
）

の
２
作
品
を
奨
励
賞
と
し
て
、
11
月

４
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
フ
ェ

ス
タ
東
京
２
０
１
７
に
お
い
て
表
彰

し
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
２
作
品
の
上
映
会

が
行
わ
れ
、
地
域
の
中
で
暮
ら
す
車

い
す
使
用
者
に
と
っ
て
の
段
差
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
よ
く
あ
る
身
近

な
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
さ
り
げ
な

い
声
か
け
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う

『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
の
作
者
か

ら
は
、「
人
々
の
心
が
け
次
第
で
誰

も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
た
か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
物
理
的
な
障
害
や
心
の
壁

を
好
む
バ
リ
バ
リ
ア
ン
と
い
う
悪
者

に
対
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
し
た
い
ナ
ク
セ
イ
バ
ー
と
い
う

ヒ
ー
ロ
ー
が
立
ち
向
か
う
『
バ
リ

ア
フ
リ
ー
戦
隊
ダ
ン
サ
ナ
ク
セ
イ

バ
ー
』
の
作
者
か
ら
は
、「
ナ
ク
セ

イ
バ
ー
と
バ
リ
バ
リ
ア
ン
は
、
全
て

の
人
の
心
の
中
に
両
方
潜
ん
で
い

る
。
ど
ち
ら
の
パ
ワ
ー
が
強
い
か
、

ど
ち
ら
が
強
く
な
れ
ば
世
の
中
が
変

わ
る
の
か
。
気
づ
い
た
ら
行
動
を
起

こ
せ
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
だ
と
思

う
」と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
の
方
か
ら
は
、『
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
』
に
対
し
て
「
地
域
で

の
生
活
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
様
子
が
分
か
り
と
て
も
良
か
っ

た
。」、『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
戦
隊
ダ
ン

サ
ナ
ク
セ
イ
バ
ー
』
に
対
し
て
は
、

「
何
度
見
て
も
笑
え
る
。
応
募
作
品

の
中
で
唯
一
手
話
が
使
わ
れ
て
い
て

よ
か
っ
た
。
段
差
が
な
ぜ
い
け
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
も
ス
ト
ー
リ
ー
の

中
で
分
か
る
の
が
い
い
。」
と
い
っ

た
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

都
民
の
皆
様
に
「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
の
理
解
を
広
め
て
い
け
る
よ

う
、
都
で
は
今
後
も
、
様
々
な
取
組

み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「心のバリアフリー動画コンテスト」を開催しました！
東京都福祉保健局 生活福祉部地域福祉推進課 福祉のまちづくり担当

「心のバリアフリー」動画コンテスト受賞作品上映会の様子



2017.11.259

インクル  第111号

共
遊
玩
具
と
は
？

共
遊
玩
具
は
一
般
向
け
に
作
ら
れ
販

売
さ
れ
る
玩
具
の
う
ち
、目
や
耳
に
障
害

の
あ
る
子
ど
も
達
も
皆
と
一
緒
に
楽
し

く
遊
べ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
玩
具
で
す
。

当
会
の
共
遊
玩
具
推
進
部
会
に
よ
る

「
モ
ニ
タ
ー
審
査
」
で
「
共
遊
玩
具
」

で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
共

遊
玩
具
に
は
「
触
っ
て
識
別
で
き
る
凸

点
」
や
「
音
声
・
光
の
点
滅
で
玩
具
の

遊
び
の
状
態
を
伝
え
る
」
等
、
様
々
な

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
子
ど
も
達
も
楽
し
め

る
玩
具
に
は
「
盲
導
犬
マ
ー
ク
」、
耳
の

不
自
由
な
子
ど
も
達
も
楽
し
め
る
玩
具

に
は「
う
さ
ぎ
マ
ー
ク
」を
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
表
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
お
も
ち
ゃ
大
賞
に
つ
い
て

優
良
な
玩
具
開
発
を
促
す
た
め
に
、

当
会
で
は
平
成
二
十
年
に
「
日
本
お
も

ち
ゃ
大
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
今
回

で
第
十
回
目
の
実
施
に
な
り
ま
す
。
毎

年
、「
東
京
お
も
ち
ゃ
シ
ョ
ー
」（
本
年

の
開
催
は
六
月
一
日
～
四
日
）
の
記
者

発
表
に
合
わ
せ
て
、
大
賞
受
賞
商
品
の

発
表
・
授
与
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
お
も
ち
ゃ
大
賞
に
は
「
イ
ノ
ベ

イ
テ
ィ
ブ
・
ト
イ
部
門
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
イ
部
門
」
等
の
七
部

門
が
あ
り
、
最
終
選
考
に
残
っ
た
五
点

の
中
か
ら
大
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

当
会
で
は
、
大
賞
の
創
設
当
初
か
ら

「
共
遊
玩
具
部
門
」
を
設
け
、
そ
の
開

発
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

大
賞
と
共
遊
玩
具
部
門
に
つ
い
て

日
本
お
も
ち
ゃ
大
賞
の
共
遊
玩
具

部
門
の
応
募
商
品
に
は
、「
既
に
共
遊

玩
具
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
お
も

ち
ゃ
」
と
「
共
遊
玩
具
に
な
る
の
で
は

と
メ
ー
カ
ー
が
期
待
し
て
い
る
お
も

ち
ゃ
」
が
あ
り
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て

は
、「
大
賞
へ
の
応
募
を
検
討
し
た
際
、

は
じ
め
て
共
遊
玩
具
を
意
識
し
た
」
等

の
話
も
あ
り
、
共
遊
玩
具
部
門
が
あ
る

こ
と
が
共
遊
玩
具
の
取
組
み
の
動
機
付

け
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
共
遊
玩
具
部
門
」
の
審
査
に
は
「
共

遊
玩
具
推
進
部
会
」
が
当
た
っ
て
い
ま

す
が
、「
操
作
が
し
易
い
」
だ
け
で
は
な

く
、
目
や
耳
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達

に
と
っ
て
「
お
も
ち
ゃ
と
し
て
楽
し
い
」

こ
と
も
評
価
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
共
遊
玩
具
が
玩
具
業
界

に
広
く
根
付
く
よ
う
、
各
社
の
新
入
社

員
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
（
毎
年
六

月
開
催
）
や
中
堅
社
員
を
対
象
と
し
た

「
玩
具
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」（
毎
年
十
一
月

開
催
）
で
、
共
遊
玩
具
の
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

特
に
、「
玩
具
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、

大
賞
の
共
遊
玩
具
部
門
の
五
点
の
受
賞

商
品
の
開
発
担
当
者
に
出
席
を
い
た
だ

き
、
共
遊
玩
具
に
す
る
た
め
に
、
開
発

段
階
か
ら
取
り
組
ん
だ
配
慮
等
を
説
明

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
筑
波
大

学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
」
等
を
訪

問
し
て
子
ど
も
達
と
一
緒
に
受
賞
玩
具

で
遊
ぶ
機
会
を
設
け
、
そ
の
感
想
や
今

後
の
目
標
等
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

目
や
耳
の
不
自
由
な
子
ど
も
や
そ
の

周
囲
の
方
々
か
ら
の
意
見
は
、
発
表
者

に
と
っ
て
新
た
な
発
見
に
も
な
り
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
か
ら
は
、
発

表
者
の
共
遊
玩
具
の
開
発
話
を
通
し
、

配
慮
や
工
夫
の
経
験
値
を
上
げ
ら
れ
る

と
大
変
好
評
で
す
。

今
後
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
子
が
遊

び
を
通
し
て
学
べ
る
玩
具
等
（
例
：
ま

ま
ご
と
や
工
具
類
の
お
も
ち
ゃ
は
目
の

不
自
由
な
子
に
は
疑
似
体
験
が
出
来
て

有
効
で
す
）、メ
ー
カ
ー
に
も
ユ
ー
ザ
ー

に
も
有
意
義
で
納
得
の
い
く
共
遊
玩
具

を
選
定
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

日本おもちゃ大賞　共遊玩具部門について
一般社団法人日本玩具協会　事務局　中

な か だ

田 誠
まこと

盲導犬マーク（上）
うさぎマーク（下）

審査風景

おもちゃショー開会式の様子
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平成 29 年度「佐賀県ユニバーサルデザイン（UD）作品コンテスト」の募集

お問い合わせ先
〒 840-8570　佐賀県佐賀市城内 1-1-59

佐賀県 県民環境部 県民協働課
ユニバーサル社会推進担当

TEL：0952-25-7068
FAX：0952-25-7561

E-Mail：kenminkyoudou@pref.saga.lg.jp

昨年（平成 28 年）度アイディア作品の部大賞作品
『イライラしないガムテーム』

ユニバーサルデザインの考え方による “ 人にやさしい街づ
くり ” をポスター形式で分かりやすく表現したもの。

街なかにある、お年寄りや障がいのある方、妊娠中の方、
子育て中の方などに配慮した建物や設備、製品、サービスな
どに関して、学習したり調べたりしたことをかべ新聞にまと
めたもの。

A1 ～ A3 程度の画用紙、模造紙などを目安にしてください。

日ごろ、みんなが使うもので、こんな工夫をする
と「もっと使いやすくなる」、「たくさんの人が使え
るようになる」といった、ユニバーサルデザインの
考え方による “ 人にやさしいものづくり ” をイラス
トや工作などで分かりやすく表現したもの。

イラストは、A1 ～ A3 程度の画用紙、模造紙など、
工作は、幅・奥行・高さの合計が 100cm 以内を目
安に、みんなが分かりやすいよう提案してください。

『自分の好きな場所で、自分らしく、安心して毎日を暮らしたい。』年齢や性別、障害のあるなし、日本

人・外国人など関係なく、人間みんなが共通して持っている願いです。

誰もが安心して暮らせる社会にするには、みんなが使うものを、みんなが使いやすいように、はじめか

ら考えてデザインするという「ユニバーサルデザイン（UD）」の考え方で、「まち」や「もの」や「サービス」

などをつくっていくことが大切です。

そこで、未来の佐賀県を担う小・中・高校生のみなさんが考えた、UD をテーマにした作品を募集します。

募集部門
１ものづくりの部 ～あなたが考えた “ 人にやさし 
　いものづくり ” を描いてみよう・作ってみよう～

２ポスター・かべ新聞の部 ～あなたが描いたポスターや 
　かべ新聞で“人にやさしい街づくり”を広めよう～

都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
各

自
治
体
で
は
、
年
齢
や
性
別
、

国
籍
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
る

た
め
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
活
動
団

体
や
既
存
の
建
物
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
取
り
組
み
を
表
彰
し

た
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
自
治
体

が
主
催
し
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
既
に
募
集
を
終

了
し
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ

り
ま
す
が
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
る

方
は
応
募
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
も
当
該
地
域
で
の
在

住
や
通
勤
・
通
学
な
ど
が
条
件

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

田た
く
ぼ窪
友と
も
か
ず和

各自治体のアイデアコンテスト
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山口県では、高齢者や障害のある人などを含むすべての人が利用しやすいように、施設、製品、サービ
スなどに配慮を行う「ユニバーサルデザイン」の考え方を踏まえた取組を推進しています。

この取組の中で、ユニバーサルデザインの普及啓発を図るため、本年度もユニバーサルデザインに配慮
した活動（取組）やアイデアを募集します。

平成 29 年度「やまぐちユニバーサルデザイン大賞」の募集

昨年（平成 28 年）度アイデア部門大賞作品
『オートつめ切りくん』

誰もが快適で、安心して暮らすことができるよう、
ユニバーサルデザインに配慮したまちづくり、ものづ
くり、情報・サービスの提供、意識づくりなどを進め
るため、個人及び団体・企業が行っている活動（取組）

募集部門

ユニバーサルデザインに配慮した製品や設備、施設、ま
ち、情報・サービスについて、自らが発案したアイデア

お問い合わせ先
〒 753-8501　山口県山口市滝町１番１号
山口県健康福祉部厚政課地域保健福祉班

TEL：083-933-2724
FAX：083-933-2739

Ｅ -mail：a13200@pref.yamaguchi.lg.jp

＜活動部門＞

＜アイデア部門＞

平成 29 年度「たかまつユニバーサルデザインアイデアコンテスト」の募集

私たちのまちには、子どもや大人、高齢者、障がい者、外国の人など、いろいろな人が一緒に暮らして
います。ユニバーサルデザインは「できるだけ多くの人が使いやすいものや、暮らしやすいまちをデザイ
ンする考え方」のことであり、ユニバーサルデザインを取り入れた社会づくりが求められています。

そこで、いろいろな人の立場になって、街や家、学校の中に「こんなものがあったら便利だな」「こんな
工夫をしたら使いやすくなるかな」というようなユニバーサルデザインを取り入れたアイデアを募集します。

昨年（平成 28 年）度 一般の部最優秀賞作品
『牛乳ジップロック』

小・中学生の部
市内の小・中学校に在籍している児童・生徒

一般の部
市内に在住又は、通勤・通学している人（高校生以上の方）

お問い合わせ先
〒 760-8571　香川県高松市番町 1-8-15 本庁舎４階

高松市市民政策局 政策課
ユニバーサルデザイン推進室

TEL：087-839-2141
FAX：087-839-2125

E-mail：seisaku@city.takamatsu.lg.jp

募集部門

応募できる作品は、自分で考えたもので、未発表のもの
（他のコンクールに応募したり、新聞・雑誌などに発表した
りしていないもの）に限ります。
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高齢社会に取り組む国際標準化
東洋大学名誉教授　山

や ま だ

田 肇
はじめ

社
会
の
高
齢
化
は
世
界
共
通
の
課

題
で
あ
り
各
国
で
二
種
類
の
政
策
が

主
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
医

療
と
介
護
・
生
活
支
援
と
を
連
携
さ

せ
地
域
と
し
て
提
供
す
る
、
高
齢
者

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
と

い
っ
た
地
域
政
策
で
あ
る
。第
二
は
、

バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
た
高

齢
者
の
状
態
を
ネ
ッ
ト
経
由
で
病
院

が
モ
ニ
タ
ー
し
て
対
応
す
る
と
い
っ

た
、高
齢
者
個
人
に
注
目
し
た
健
康
・

医
療
政
策
で
あ
る
。

地
域
政
策
に
着
目
し
た
標
準
化

地
域
政
策
は
各
国
固
有
の
制
度
に

基
づ
く
た
め
国
際
的
統
一
は
む
ず
か

し
い
。
し
か
し
、
基
本
的
事
項
を
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
取
り
ま
と
め
た

り
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
提
供
し
た

り
、
よ
い
事
例
を
収
集
し
た
り
で
き

る
。
地
域
政
策
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

資
す
る
国
際
合
意
を
形
成
す
る
こ

と
を
主
目
的
と
す
る
活
動
が
国
際

標
準
化
機
構
（ISO

）
で
英
国
か
ら

提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
がTC Ageing 

Societies

の
設
立
で
あ
る
。
新
Ｔ

Ｃ
提
案
に
対
す
る
投
票
は
10
月
26
日

に
終
了
し
、
来
春
に
は
第
１
回
会
合

が
開
催
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

ヒ
ト
の
発
達
段
階
は
「
４
か
月
で

首
が
す
わ
る
」
と
い
う
よ
う
に
平
均

月
齢
・
年
齢
で
語
ら
れ
る
場
合
が
多

い
。
一
方
、
老
化
の
進
行
は
人
さ
ま

ざ
ま
で
「
平
均
」
は
定
め
に
く
い
。

わ
が
国
で
は
大
規
模
調
査
に
よ
っ

て
、
男
性
は
お
よ
そ
20
％
が
60
歳
代

で
急
速
に
、
70
％
は
70
歳
代
後
半
か

ら
老
化
が
進
み
、
残
り
の
10
％
は
い

つ
ま
で
も
元
気
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
標
準
化
活

動
に
は
高
齢
者
の
多
様
性
を
反
映
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
国
か
ら
の

新
Ｔ
Ｃ
提
案
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ

たISO
 IW

A 18:2016

に
は
、
わ
が

国
で
の
調
査
結
果
が
利
用
さ
れ
た
。

英
国
の
新
Ｔ
Ｃ
提
案
に
は
認
知
症

に
や
さ
し
い
地
域
社
会
、
高
齢
者
就

労
、
健
康
増
進
と
病
気
の
予
防
、
社

会
へ
の
包
摂
な
ど
が
標
準
化
の
可
能

性
が
あ
る
項
目
と
し
て
含
ま
れ
て
い

る
。
後
の
三
つ
は
70
歳
代
後
半
か
ら

の
老
化
の
進
行
を
抑
え
る
地
域
政
策

に
関
係
し
、
わ
が
国
で
は
健
康
寿
命

の
延
伸
が
対
応
す
る
。
認
知
症
に
や

さ
し
い
地
域
社
会
は
す
で
に
老
化
が

始
ま
っ
た
高
齢
者
を
対
象
と
し
、
既

発
行
のISO

 PAS 1365:2015

を

基
に
国
際
標
準
を
作
り
た
い
と
英
国

は
希
望
し
て
い
る
。

高
齢
者
就
労
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

高
齢
者
就
労
の
提
案
理
由
を
英
国

は
「
就
労
期
間
の
延
伸
は
対
象
の
高

齢
者
、
雇
用
主
、
そ
し
て
広
く
社
会

に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
。
就
労

環
境
の
設
計
、
職
場
で
利
用
す
る
技

術
、
就
労
形
態
な
ど
の
国
際
標
準
化

は
雇
用
可
能
性
を
最
大
化
す
る
。」

と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
夏
、
高
齢
者
就
労
に
つ
い
て

国
内
の
関
係
機
関
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
。
そ
の
結
果
「
高
齢
者
の
多
様
性

に
対
応
す
る
た
め
経
営
陣
は
個
々
の

就
労
希
望
者
に
話
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た
就
労
環
境
・
就
労
内
容

を
提
供
す
る
の
が
よ
い
。」
と
い
う

共
通
意
見
が
得
ら
れ
た
。
高
齢
者
と

相
談
す
る
際
に
就
労
環
境
・
就
労
内

容
に
関
し
て
一
般
的
に
配
慮
す
べ
き

事
項
が
列
挙
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
が
あ
れ
ば
便
利
で
、
国
際
標
準
の

候
補
と
し
て
わ
が
国
か
ら
提
案
で
き

る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

国
際
電
気
標
準
会
議
（IEC

）
は

２
０
１
６
年
にSyC AAL

を
組
織
し

た
が
、
こ
れ
は
個
人
の
自
立
生
活
支

援
を
目
的
と
し
た
国
際
標
準
化
で
あ

る
。
自
立
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
商

用
化
さ
れ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ

グ
レ
ー
タ
ー
の
ほ
か
、
セ
ン
サ
ー
な

ど
の
部
品
メ
ー
カ
か
ら
警
備
会
社
ま

で
多
く
の
企
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
る
。ISO

で
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
標
準
も
、
品
質
保
証
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
企
業
経
営
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
わ
が

国
企
業
が
関
心
を
高
め
こ
れ
ら
の
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
期
待
す
る
。

東洋大学名誉教授、特定非営利活動法人情報
通信政策フォーラム理事長、コンサルタント。
科学技術振興機構社会技術研究開発センタ

「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間の
構築」研究開発領域総括。高齢社会対応標準
化国内委員会委員長、IEC SyC AAL 日本代表。
編著「情報アクセシビリティ：やさしい情報
社会に向けて」（NTT 出版）など著書多数。
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９
月
27
日
～
29
日
ま
で
の
３
日
間
、

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
「
国

際
福
祉
機
器
展
（H

.C.R.

）」
に
は
、
15

か
国
、
１
地
域
の
５
２
６
企
業
・
団
体

が
参
加
、
約
２
万
点
の
商
品
等
が
展
示

さ
れ
、
の
べ
12
万
１
５
２
８
人
の
来
場

者
を
迎
え
ま
し
た
。

共
用
品
推
進
機
構
で
は
、
２
０
０
９

年
か
ら
主
催
特
別
企
画
の
「
高
齢

者
・
障
害
者
等
の
生
活
支
援
用
品
コ
ー

ナ
ー
」
の
企
画
・
運
営
の
委
託
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
委
託
を
受
け
た
３
年
度

目
の
２
０
１
２
年
に
コ
ー
ナ
ー
タ
イ
ト

ル
を
「
片
手
で
使
え
る
モ
ノ
展
」
と
し

た
と
こ
ろ
、
朝
か
ら
終
了
ま
で
３
日
間
、

人
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
展
示
は
、
家
事
、
料
理
、
食
事
、

入
浴
・
ト
イ
レ
、
余
暇
・
文
化
の
シ
ー

ン
に
分
け
、
そ
こ
にH

.C.R.

に
出
展
し

て
い
る
各
社
か
ら
「
片
手
で
使
え
る
商

品
」を
出
展
し
て
い
た
だ
く
方
式
を
と
っ

た
の
は
、
前
年
ま
で
と
同
じ
な
の
で
す

が
、
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
た
の
は
コ
ー
ナ
ー
の
名
称
で
し

た
。
次
年
度
以
降
も
、「
目
か
ら
ウ
ロ
コ

展
」、「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
働
く
10
の

コ
ツ
展
」、
合
理
的
配
慮
を
製
品
で
表

現
し
た
「
マ
イ
サ
イ
ズ
展
」
な
ど
を
行

な
い
多
く
の
方
々
か
ら
「
な
る
ほ
ど
！
」

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
括
と
し
て
、

H
.C.R.

の
会
期
中
に
会
議
棟
で
開
催
さ

れ
る
「H

.C.R.

セ
ミ
ナ
ー
」
に
、「
高
齢

者
・
障
害
者
に
役
立
つ
生
活
支
援
用
品

の
紹
介
と
そ
の
開
発
視
点
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３
０
０
名
近
く
の
方
が
参
加
、
共

用
品
誕
生
の
歴
史
、
共
用
品
関
連
規
格
、

共
用
サ
ー
ビ
ス
か
らH

.C.R.

の
展
示
に

至
る
ま
で
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

星ほ
し
か
わ川

安や
す
ゆ
き之

国
際
福
祉
機
器
展
生
活
支
援
コ
ー

ナ
ー
総
括
の
セ
ミ
ナ
ー

二
〇
一
七
年
一
月
一
日
付
け
で
機
構

内
に
共
用
品
研
究
所（
後
藤
芳
一
所
長
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
本
研
究
所
で
は
、

機
構
本
体
の
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス

に
関
わ
る
実
践
と
密
接
に
連
携
し
、
機

構
内
外
に
お
け
る
共
用
品
に
関
す
る
学

術
的
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
研
究
所
は
機
構
内
の
一
組

織
で
す
が
、
役
割
と
し
て
は
、
共
用
品

の
普
及
を
め
ぐ
る
実
践
（
機
構
本
体
）

に
対
し
共
用
品
に
関
す
る
学
術
的
取
り

組
み
（
共
用
品
研
究
所
）
と
い
う
「
車

の
両
輪
」
の
位
置
付
け
で
す
。

企
業
の
関
連
部
門
担
当
者
な
ど
外
部

か
ら
二
十
四
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
九
月
二
十
二
日
に
第
一
回
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。「
共
用
品
、
こ
れ

か
ら
の
活
用
方
法
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

三
つ
の
講
演
（「
共
用
品
研
究
所
の
設

立
の
目
的
と
活
動
」、「
改
訂
版
ガ
イ
ド

71
・
共
用
品
へ
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」、「
共
用
品
市
場
規
模
調
査

の
読
み
方
と
活
用
方
法
」）
の
後
、
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
共

用
品
と
関
わ
っ
て
い
る
方
々
か
ら
は
研

究
所
設
立
意
図
に
対
す
る
共
感
と
と
も

に
、
研
究
支
援
へ
の
期
待
や
研
究
参
加

へ
の
意
欲
な
ど
積
極
的
な
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

設
立
か
ら
日
が
浅
く
確
定
し
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
研
究
所
で
す
が
、
毎
月

の
運
営
会
議
や
対
外
活
動
を
通
し
て
、

少
し
ず
つ
形
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
将
来
的
に
は
、
共
用
品
に
関
す
る

総
合
的
な
研
究
機
能
を
備
え
た
、
内
外

研
究
機
関
の
ハ
ブ
の
役
割
が
担
え
る
研

究
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。松ま

つ
も
り森
ハ
ル
ミ

セミナーの様子

共
用
品
研
究
所  

第
１
回
勉
強
会

第 1 回勉強会の様子
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千
代
田
区
役
所
と
高
齢
者
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
か
が
や
き
プ
ラ

ザ
」
で
第
15
回
福
祉
ま
つ
り
が
10
月
21

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
展

は
５
度
目
で
、
今
回
も
共
用
品
の
配
慮

を
箱
の
中
で
触
っ
て
探
す
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
に
参
加
し
、
正
解

し
た
方
に
は
（
一
財
）
日
本
児
童
教
育

振
興
財
団
と
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ド
ラ

え
も
ん
の
ノ
ー
ト
と
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
方
が
ク
イ

ズ
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
シ
ャ
ン
プ
ー
と

リ
ン
ス
が
触
っ
て
区
別
で
き
る
の
は

知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ

も
区
別
で
き
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」、

「
こ
の
よ
う
に
区
別
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
だ
っ

た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
様
子
は
、
共
用
品
の
ブ
ロ
グ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.kyoyohin-new

s.org/

第
15
回
福
祉
ま
つ
り
（
千
代
田
）
に
出
展

10
月
20
日
（
金
）、
Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま

新
都
心
駅 

東
西
自
由
通
路
で
経
済
産

業
省
関
東
経
済
産
業
局
が
主
催
す
る

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
普
及
・
新
市
場
創
造

型
標
準
化
制
度
活
用
企
業
展
」
に
出
展

し
ま
し
た
。

経
産
省
が
毎
年
10
月
を
「
工
業
標
準

化
推
進
月
間
」
と
定
め
、
工
業
標
準
化

に
貢
献
し
た
方
へ
の
表
彰
式
を
は
じ

め
、
各
種
行
事
を
開
催
・
後
援
し
、
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
中
小
企
業
に

よ
る
標
準
化
事
例
や
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
企
業

関
係
者
や
一
般
消
費
者
に
も
標
準
化
の

必
要
性
や
可
能
性
を
広
く
普
及
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
や
工
業
標

準
化
に
関
す
る
展
示
や
説
明
を
通
じ

て
、
身
の
回
り
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を

採
用
し
た
製
品
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

景品のドラえもんのノートとシール

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
普
及
・
新
市
場
創
造
型
標
準
化
制
度
活
用
企
業
展
」

に
出
展

説明する様子

展示全体の様子

箱の中を覗く子
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杉
並
区
障
害
者
団
体
連
合
会

共
用
品
推
進
機
構
は
、
発
足
当
初
か

ら
不
便
さ
調
査
・
良
か
っ
た
こ
と
調
査

は
全
国
組
織
の
当
事
者
団
体
と
、
関
連

す
る
規
格
も
全
国
規
模
の
業
界
団
体
と

連
携
し
、国
内
外
に
共
用
品
・
共
用
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
５

年
前
よ
り
、
国
際
的
事
業
も
大
切
だ
が

地
域
へ
の
普
及
も
大
切
と
の
理
事
会
で

の
見
解
に
よ
り
地
域
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
杉
並
区
で
は

杉
並
区
障
害
者
団
体
連
合
会
に
よ
っ
て

地
に
足
の
つ
い
た
活
動
が
15
の
当
事
者

団
体
が
参
加
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
14
日
、
同
団
体
の
高た
か
は
し橋
博
ひ
ろ
し

会

長
の
講
演
を
、「
西
荻
を
楽
し
む
会
」
が

主
催
と
な
り
、『「
障
害
者
に
使
い
や
す

い
」
は
、
み
ん
な
に
便
利
』
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
行
い
ま
し
た
。
土
曜
日
の
夜

に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
の
信
愛
書
店
の

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
スen=gaw

a

に
は
、

町
内
会
、
商
店
会
の
ほ
か
、
体
育
館
、

新
聞
配
達
会
社
、
視
覚
、
聴
覚
関
係
者

に
加
え
、
杉
並
区
の
障
害
福
祉
課
長
な

ど
、幅
広
い
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

福
祉
、
共
用
品
を
考
え
る
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
の
感

想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
地
域
の
体
育
館
と
し
て
何
が
で
き
る

か
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

・
実
に
い
ろ
い
ろ
な
方
が
ご
出
席
で
、

話
が
つ
き
な
い
感
じ
で
し
た
ね
。

・
高
橋
さ
ん
の
お
話
、
そ
れ
と
ご
参
加
の

皆
様
が
実
に
多
様
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
と
て
も
楽
し
く
有
意
義
な
会
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
の
日

本
の
社
会
…
暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
が
、
地
域
は
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
！
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
で
デ
ビ
ュ
ー

講
座
を
開
く
に
あ
た
っ
て
、
各
障
害

当
事
者
団
体
を
廻
り
、
ま
た
杉
並
区
の

人
た
ち
に
も
共
用
品
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
11
月
４
日
、
５
日
に
杉
並
区
内
で

開
催
さ
れ
た
「
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
」

の
杉
並
区
障
害
福
祉
課
の
ブ
ー
ス
で
、

共
用
品
の
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

加
者
約
３
０
０
０
人
に
配
布
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

表
紙
に
か
し
わ
餅
の
絵
を
大
き
く
載
せ

ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
葉
を
表
側
か
裏

側
か
ど
ち
ら
か
ら
ま
く
か
で
、
こ
し
餡

と
味
噌
餡
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
、

現
代
の
共
用
品
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
地
域
へ
、
地
域
か
ら
海
外

へ
の
つ
な
が
り
、
ど
ち
ら
も
大
切
と
実

感
し
ま
し
た
。

星
川
安
之

西荻を楽しむ講座 第 2回 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

西荻を楽しむ会では、暮らしやすいまちづくりをテーマに活動しているさまざまなひととの交流を深めたい

と考えて『西荻を楽しむ講座』というミニセミナーを開催しています。 

第 2回目は、杉並区障害者団体連合会の会長である高橋博さんをお招きします。 

本業の仕事と共に、重度障害者の介護を長年行っていた高橋博さんは、平成 4 年に肢体 3 級の障害に、平

成 10年には車椅子使用となりました。 

 障害の有無、両方の立場を理解する高橋さんは、その後、杉並区に

ある障害等の当事者団体 14団体で形成される「杉並区障害者団体連合」

の会長として、杉並区の基本構想である「支えあい、共につくる 安全

で活力のある 緑の住宅都市 杉並」を目指し、日夜活動されています。 

 今回の講座では、高橋さんが思い実行してきたこと、そしてこれか

らへの思いをお話しいただきます。 

 

  日  時：平成 29年 10月 14日(土)  
午後 6時～8時 

場  所：信愛書店 en=gawa 
杉並区西荻南 2-24-15 
＊ユニバーサルデザイン製品の展示あり 

参 加 費：500円(資料代含む) 
定  員：30名 
参加申込：nishiogitanoshimu@gmail.com 
      または 
     Tel／Fax:03-3333-4961 

 にてお申込み下さい。 
主催：西荻を楽しむ会 

講師：高橋博氏 
杉並区障害者団体連合会 会長 

 

 

新しいパンフレット

すぎなみフェスタ

講演風景

杉並を楽しむ講座チラシ

杉
並
区
に
お
け
る
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
広
が
り
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マニュアルにないこと 【事務局長だより】
星川安之

【イベント】
「JIS マーク普及・新市場創造型標準化制度活用企業展」に出
展（10 月 20 日）
第 15 回福祉まつり（千代田）に出展（10 月 21 日）
とっておきのアイディアコンテスト表彰式（11 月３日）

【会議】
第１回 ISO/TC173 国内検討委員会（９月１日）
第１回 ISO/TC159 国内検討委員会（９月８日）
第１回パッケージに関する良かったこと調査委員会（９月14日）
とっておきのアイディアコンテスト審査員会（９月 29 日）

【講義・講演】
H.C.R. セミナー（９月 29 日、星川）
自由学園 リビングアカデミー講座（９月 30 日、星川）
東京都港区立芝浦小学校 共用品授業（10 月 18 日、森川）

千葉市視覚障害者協会 講演（10 月 20 日、星川）
日本工業大学 講座（10 月 24 日、星川）
日本福祉大学 名古屋スクーリング（10 月 28・29 日、星川、
森川、金丸）

【報道】
デフリンピックの工夫（日本経済新聞 10 月 21 日）
より多くの人が楽しめる映画へ（厚生福祉 10 月６日）
モンゴル盲人連合との連携（厚生福祉 10 月 17 日）
岡山県立図書館のユニバーサルデザイン（厚生福祉 10 月
27 日）
誰もが楽しめる映画へ（月刊トイジャーナル 11 月号）
盲人用具の工夫は、ユニバーサルデザインの原点（JADMA 
NEWS ９・10 月号）
電動歯ブラシ（エルダリープレス 10 月号）

共用品通信

まだ各駅に自動改札機が導入される前、各駅の改札では
駅員さんが、乗客の切符にはさみをカチカチいわせながら
切り欠きを入れていた。技術の進歩により、自動改札機が
導入され切符を確認する仕事は駅員さんの手から離れた。
そうなった直後、白い杖を使っている目の不自由な人達か
ら、改札口の場所が分かりづらくなったと聞いた。「自動改
札が導入される前は、白杖をついている私が改札口に近づ
くと、駅員さんたちが、切符を切る「カチカチ」を、とて
も大きな「カチカチ」の音に変えてくれていたので、改札
がどこにあるのかが分かったけれど、自動改札が導入され
てからはそれはなくなった・・」と、複数の人から聞いた。
JR 東日本の方と話す機会があり、「目の不自由な人が改札
口に近づいた時には、カチカチの音を大きくするのは、マ
ニュアルにあるのですか？」と尋ねた。「マニュアルにはあ
りません。各駅の駅員が臨機応変におこなったことと思い
ます」と答えが返ってきた。

10 月 22 日（日）の大型台風が日本列島を襲った日、私
は神戸で難病の「表皮水泡症友の会」の創設 10 周年会合
に出席。夕方５時に終わって、すぐに新幹線で東京に戻る
ために、在来線で新大阪に向かったが、芦屋で電車は止ま
り、　帰京を諦め芦屋の駅前ホテルに駆け込んだ。フロン
トに尋ねると「既に満室」とのこと、近くのホテルを紹介
してもらい電話。２軒目の尼崎にあるホップインホテルで
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「空いてます」にほっとして予約。芦屋
駅前からタクシーで向かおうと列に並ん
だところ、100 名ほどの列。大雨と強風
の中、タクシーは１時間に４台ほど。１
時間待ち、これは無理だと、尼崎行き
のバスを教えてもらい飛び乗り、40 分。
着いたところは、阪神尼崎駅。駅前の東急インのフロント
で予約できたホップインホテルの場所をたずねると、「こ
こは、阪神尼崎。JR 尼崎駅の近くにあるホップインホテル
は、普段でも歩いて 30 分です」に「えっ！」。阪神尼崎の
駅前のタクシーにも長蛇の列。そこで、何としても歩いて
行こうと決意をし、予約しているホップインホテルに電話
し、道順を尋ねた。電話の向こう側で一瞬の間の後、「こ
の大雨の中、徒歩では無理です。車で迎えにいきます」と。
そんなことをしてくれるホテルに、二度目の「えっ！」。迎
えに来てくれた車で、JR 尼崎のホテル「ホップインホテル」
に向かうが、いままでに見た事のない大雨と大風、すっか
り暗くなった道には、人っ子一人いなかった。自分が歩い
ていこうとしたことの無謀さに愕然とした。車の中で「こ
んなことまでしていただいて」とお礼を言うと、「こんなこ
とぐらいしかできないですから」と返ってきた。

寒い日だったがマニュアルにない好意に心がとても温か
くなった。


